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　少子化対策、子育
てがしやすいまちづ
くりとして、子育て
世代の経済的負担を
軽減し、子どもの疾
病の早期治療の促進
と健康の保持を図り
ます。
予算額：２億4,675万円

交通不便地域の解消を目ざして
　交通不便地域の解消に向けて、路線バス
利用者の動向などを調査するとともに、予
約型乗合タクシーなどの新しい公共交通の
導入に取り組みます。
予算額：1,646万円

　天草エアライン㈱は、天草地域における
唯一の高速交通機関として、天草地域の経
済や観光、地域振興などに必要不可欠な航
空路を運航しています。この航空路は、都
市圏から天草地域の医療機関に通勤する医
師などの交通手段として年間560回も利
用されており、地域の医療を支える翼とし

▲ATR42-600

市の主な取り組みを紹介！
　平成26年度の市の一般会計の予算総額は、509億4,570万円となっています。そこで、
今年度の市の主な取り組みとその予算額などを紹介します（予算額は万円未満を四捨五
入しています）。取り組みについての詳細は、本庁の各担当課へお尋ねください。

天草エアライン㈱の新たな航空機購入を支援

航空機購入の支援にかかる費用：
　　　　　　　　　　　　21億468万円
　  平成26年度：２億5,984万円
　    同27年度：18億4,484万円

◆購入を予定している航空機の概要
航空機名：ATR42-600（プロペラ機）
製造企業：ATR（フランス）
旅客数：48人乗り
　　　　（現在の航空機は39人乗り）

て大切な役割を担っています。この航空路
を維持し、安全で安定した運航を確保する
ため、合併特例債を活用し同社による新た
な航空機の購入を支援します。
　天草エアライン㈱では、７月に航空機の
発注を行い、平成28年１月からの運航開
始を目ざします。

担当課：子育て支援課

担当課：地域政策課

担当課：地域政策課

子ども医療費の無料化を
中学校３年生まで拡大！

10月
から

平成26年度
平成26年度 施政方針

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、
国
内
あ
る

い
は
地
球
規
模
で
、
環
境
保
全
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
23
年
度

か
ら
同
30
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る

　

職
員
に
は
、
市
民
の
皆
様
に
対
す

る
「
奉
仕
の
気
持
ち
」
を
持
つ
こ
と

を
徹
底
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
職
員
に
対

し
ま
し
て
、
気
く
ば
り
、
目
く
ば
り

を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
と
申
し
て
お
り
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
の
思
い
に
立
ち
、
市

民
の
負
託
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
こ
た

え
る
こ
と
が
「
市
民
満
足
度
」
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

職
員
数
が
減
少
す
る
中
、
業
務
の

効
率
化
は
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

限
ら
れ
た
職
員
で
こ
れ
ま
で
以
上

「
天
草
市
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
環
境
と
調
和
し
た
豊
か
な
生
活

を
維
持
し
、
豊
か
な
自
然
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
環
境
の
保
全
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
も
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
つ
い
て

引
き
続
き
支
援
を
行
い
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ほ

か
、
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
調
査
・
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ジ
袋
の
削
減
、
マ
イ
バ

ッ
グ
運
動
の
推
進
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
環
境
意
識
の
向

上
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
・
再
資
源

化
お
よ
び
海
岸
漂
着
物
対
策
等
へ
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
が
進
め
て
い
ま
す
汚

泥
再
生
処
理
施
設
整
備
事
業
は
、
老

朽
化
し
た
施
設
の
更
新
施
設
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
敷
地
造
成
と
施
設
本

体
工
事
に
着
手
し
ま
す
が
、
環
境
へ

の
業
務
を
行
う
た
め
に
は
、
職
員
の

接
遇
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
資
質
の

向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

私
と
職
員
と
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
と

っ
て
、
意
識
の
共
有
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
担
う

若
手
職
員
に
は
、
私
に
対
し
て
じ
か

に
事
業
説
明
を
行
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
接
す
る
機
会
を
数
多
く
持
つ
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い

ま
す
。

職
員
力
の
向
上

の
負
荷
が
少
な
い
資
源
循
環
型
社
会

の
形
成
を
目
ざ
し
、
施
設
の
完
成
に

向
け
慎
重
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
「
天
草
市
環
境

基
本
計
画
」
の
中
間
目
標
年
度
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
計
画
の
達
成
状
況
を
点
検
・
見
直

す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
環
境
の

保
全
等
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

環
境
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

▲

レ
ジ
袋
削
減
・

　
　
　
　
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
運
動
の
よ
う
す

（ （


